
新企画 区長とのトークセッション  

「鵜の木地区町会連合会ＳＤＧｓの取組み」 

 

最近よく耳にする「ＳＤＧｓ」という言葉。訳すと「持続可能な開発目標」です。 

１７種類の目標を掲げ世界中に取り組まれています。鵜の木地区町会の中でも、様々な取り組み

が行われていますが、実は「ＳＤＧｓ」のゴールへとつながっている取組みがたくさんあります。

今日は、鈴木区長と一緒に各町会ＳＤＧｓの取組みを話し合ってみましょう。 

◆「各町会の事例発表」  

町会活動種別 内容 ＳＤＧｓ17 のゴール 

親睦イベント お祭り、盆踊り等 

      

 

 

 

 

 

 

健康づくり ふれあい元気塾 

シニアクラブ 

 

 

連合運動会 

人生 100年健康寿命延伸プロジェクト 

 

 

 

 

環境美化 水と緑のまちづくり・花苗配付 

  

 

 

 

一斉清掃ごみ拾い 

 

 

 

 

 

 

 

  

防災 市民消火隊訓練 

 

 

 

 

 



学校防災活動拠点 

防災訓練 

 

 

防犯 登下校時の学童見守り・パトロール、交通安全運動、 

交通少年団 

 

 

 

 

 

福祉 要支援者等の見守り・ささえ合い、民生委員・児童委員 

 

 

 

 

 

情報発信 ＨＰ、ＳＮＳ（ＬＩＮＥ） 

掲示板・回覧板、 

地域情報誌さんぽみち 

 

 

 

 

青少年育成 

 

オアシス運動 

 

水辺の楽校 

 

リーダー育成 

(こどもクラブ) 

 

小学校 

ＰＴＡ 

児童生徒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
大田区は SDGs の達成に向けて優れた取組を提案する都市

として、内閣府から 2023年度の「SDGs未来都市」に選

定されるとともに、 

その中でも特に優れた先導的な取組を行う「自治体 SDGs

モデル事業」にも選定されました。 

また、令和 5 年 5 月 22 日には、2023 年度 SDGs 未来

都市等選定証授与式が開催され、鈴木区長が岡田地方創生担

当大臣から選定証を授与されました。 

と町会との 

連携 


